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I.　シンポジウム開催までの経緯
　2005年10月30日（日）に東京外国語大学府中キャンパスで開催された国際シンポジウム「ジ
ブラルタル海峡をはさむ他者認識―イベリアとマグレブの相克」は、スペイン史学会第27回
大会と東京外国語大学21世紀COEプログラム史資料ハブ地域文化研究拠点（以下、COE史資料ハブ
と略記）の共催として実現された。
　スペイン史学会は1979年に創立され、わが国におけるイベリア研究の中心的学会となってい
るが、第25回大会（2003年10月18日に開催）では「ムスリム：移民から定住へ」と題するシンポジ
ウムを組織して、モロッコからスペインに来るムスリムと西アジアから日本に来るムスリムをス
ペインと日本はそれぞれどのように受け止めたり受け入れたりしているかについての比較考察を
行なった。
　東京外国語大学COE史資料ハブは、アジア・アフリカ地域史資料の非収奪型の収集・保存を
めざしているが、そのうちの印刷媒体資料班は近現代の国民国家形成にかかわる印刷媒体資料の
収集・保存をおこなっており、そのひとつとしてモロッコ・テトワンにあるダウード図書館の貴
重な史料のデジタル化を進めている（COE史資料ハブHPを参照のこと：http://www.tufs.ac.jp/21coe/area/）。そ
うした史料収集・保存事業とともに印刷媒体資料班は、おもにヨーロッパとアジア・アフリカの
歴史的関係を明らかにするために、それぞれの側から書かれた旅行記・滞在記を収集するととも
に、このテーマに関する専門研究者との研究交流を深めている。2005年7月11・12日には、来
日の機会を得たマドリード大学名誉教授アルベルト・ヒル・ノバレス氏に「近代スペインのアジ
ア・アフリカ認識」という統一タイトルのもと、連続講演を行なっていただき、10月26日には
モロッコから招聘したアブドッラー・ジビルー教授に近代スペイン文学に見られるモロッコ観に
ついて、10月27日にはスペインから招聘したエロイ・マルティン・コラーレス教授に、近現代
のカタルーニャ人旅行者のアフリカへのまなざしについての講演を行なっていただいた（以上の
4本の報告は、それぞれのプロフィールとともに、『史資料ハブ地域文化研究』第7号、2006年、に所収）。さらに、7月
21日には、来日中のアブドッラヒーム・ベンハッダ教授（モロッコ、ムハンマド5世大学）に「18世紀
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後半マドリードにおけるムスリム使節たち」と題する研究報告をしていただいた（要旨は、上述の史
資料ハブHPに掲載）。
　以上の活動を踏まえて、10月30日の国際シンポジウムでは、ジブラルタル海峡をはさむスペ
インとモロッコの他者認識、つまりスペインのモロッコ認識とモロッコのスペイン認識を取り上
げて、両者の差異や類似性といったものを国民国家形成・発展の歴史的過程のなかで考察しよう
とした。
　当日は、スペインのエロイ・マルティン・コラーレス教授に「スペインの抱いたモロッコ人
イメージ（16世紀～ 21世紀）」、モロッコのアブドッラー・ジビルー教授に「向こう岸からのま
なざし―作家、旅行家、スペインへのモロッコ使節」、さらにわが国のスペイン=モロッコ関
係史の第一人者である深澤安博教授（茨城大学）に「20世紀におけるスペイン人とモロッコ人
の新たな遭遇―「友好モーロ人」か「恐ろしいモーロ人」か―」という報告をしていただい
た。これら3本の報告のあと、フランス=アルジェリア関係史が専門の平野千果子教授（武蔵大学）
と、スペインの植民地問題に詳しい飯島みどり助教授（立教大学）にコメントをいただいた。次い
で、質疑応答に入り、司会を中塚次郎教授（フェリス女学院大学）と新井政美教授（東京外国語大学）に
お願いして、報告とコメントを踏まえた活発な議論を行なっていただいた。
　これら3本の報告と2本のコメントを収めたのが、本特集であるが、読者の便宜を図って、
テープ起こしそのままの体裁をとらずに、いずれも基本的には報告をもとに加筆修正していただ
き、論文調のスタイルに統一させていただいた（報告タイトルの修正もある）。加えて、質疑応答の「要
旨」を印刷媒体資料班研究支援者の佐藤健太郎氏にまとめていただき、当日の「参加記」を同支
援者の竹下和亮氏にお願いして、合わせて掲載することとした。
II.　なぜスペイン＝モロッコ関係をとりあげるのか―趣旨説明に代えて
　なぜスペイン＝モロッコ関係をとりあげるのか、また、なぜその理解が必要だと思われるのか
を、まず現代的ないくつかの事件や事実との絡みで、指摘しておきたい。
　スペインの南端とモロッコの北部の描かれた地図にいくつかの矢印をつけておいた（図を参照）。
灰色の矢印はジブラルタルを指しており、ここは1704年にイギリスが占領して以後、イギリス
国家の主権下にある海外領土「飛び地」となっている。そのほかの黒い矢印は、太字の2つがセ
ウタとメリーリャで、ここは逆にスペイン国家の主権下にある海外領土「飛び地」であり、さ
らに細字の5つもまたスペインが主権をもつ諸島・岩島である。すなわち、右からチャファリー
ナス諸島、アルボラン島、アルセーマス岩島、ペレス・デ・ラ・ゴメーラ岩島、ペレヒル岩島で
ある。〔写真〕はモロッコの地中海岸からとった海の景色であるが、沖合300メートルのところに
浮かんでいるが、アルセーマス岩島という「スペイン領土」なのである。この事実をどのような
歴史的遺産とみるかは別として、少なくともまずはこの「軍艦島」の存在を、事実として認識す
ることが必要であろう。さらに、2002年7月、地理的には明らかにモロッコ沿岸にある小さな
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無人島のペレヒル岩島（アラビア語ではレイラ岩島）にモロッコ側守備兵が上陸したとき、スペインひ
いてはヨーロッパ連合の主権侵害であるとして大規模な「ロメオ―シエラ作戦（「主権回復」を意味す
る「レクペラル・ソベラニア」の頭文字をとって名づけられた）」が立てられて、スペイン軍艦の派遣にまでい
たったという事実も想起すべきであろう。
　さらに、アフリカの地図をみるとモロッコの下に、モーリタニア、セネガル、マリといった諸
国があり、これらの地域からモロッコを通って、スペイン領土のセウタとメリーリャに不法移
民するという状態が生まれている（『朝日新聞』2005年10月8日の記事などを参照）。これらの移民たちは、
「飛び地」を伝わって、スペインそしてヨーロッパに「合法的に」行くことを図っているわけで
ある。
　次に、スペインの首都マドリードでは2004年3月11日に列車同時爆発テロが行なわれ200人
近い死者がでたが、この犯行一週間前にテロリストたちが残したテープには、「スペイン人たち
はアル・アンダルスからイスラーム教徒を追放し、また異端審問所を設けて我われの祖先に弾圧
を加えた。血には血を、破壊には破壊を！」と録音されていた。たとえ一部にせよ、スペインと
モロッコの過去がこのような「歴史的記憶」として継承されていることに注目しなければならな
い。
　711年、イベリア半島にイスラーム教徒が進出し、その支配地をアル・アンダルスと呼んだが、
11世紀以後、北部のキリスト教諸国の南下、つまり後に呼ばれるところの「レコンキスタ（国土
回復運動）」（この用語は、18世紀以後につくられたもの）を本格化させて、13世紀にはグラナダ王国のみが
アル・アンダルスとなり、1492年にレコンキスタが終了した。グラナダ陥落後も残ったイスラー
ム教徒は表面的には改宗してモリスコとなるが、17世紀初めにはイベリアから追放されること
になった。この歴史的過程は、フランコ独裁時代（1939～ 1975年）までは十字軍的栄光のプロセス
（輝かしい宗教的統一の実現）とされたが、民主化以後の歴史認識修正のなかで、異文化・異宗教共存
の歴史的「事実」が意図的に称揚されることになった。ちなみに1992年、マドリードの「諸国
民の田園」駅近くに「三文化の庭園」が造られて、中世におけるキリスト教、イスラーム、ユダ
ヤ教の共存を想起して、現在の共存を大切にしようというシンボルとなっている。
　しかし現実はそれほど甘くなく、2000年2月には、スペイン南部のアルメリア県のエル・エ
ヒードという村で、マグレブ系の農業労働者に対する住民たちによる暴力事件が起き、労働力移
動・文化摩擦とからんだ人種差別問題が顕在化した。同じエヒード村では2005年2月にマグレ
ブ系の若者とスペイン系の若者が衝突を起こしている。これは犯罪がらみのものであったが、移
民にとって過酷な労働と社会的周縁化という状況が依然として続いている証左とも言える。
　このようにスペイン=モロッコ関係を見ると、大変に難しい問題が横たわっているのである。
このことを前提にして我われは、他者認識と共生ということについての理解を深めていく必要が
あろう。そこで、シンポジウムではさまざまに議論されるが、いくつかテーマとなる論点を提示
しておきたい。
　まず、「イベリアとマグレブの相克」とした意味であるが、スペインとモロッコを主たる対象
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とするものの二カ国に限定されない地域的広がりを期待したかったからである。と同時にスペイ
ンとモロッコという国民国家がもつ領域（＝主権の及ぶそれぞれの領土）をアプリオリに自明化される
ことを避けて、緩やかな地理的枠組みとして設定したと理解していただきたい。つまり、ジブラ
ルタル海峡をはさむ地中海地域としてのイベリアとマグレブを、対立しあうだけでなく、交錯し、
混合し、融合しあう、そうした地域として捉えたいのである。
　我われは、スペインとモロッコを二元論的に、二項対立的に捉えがちであるが、まさにこの地
域が「フロンティア」であるということ、ヨーロッパとアフリカの「境界域」であることに着目
したい。そして境界域にある人々が、どのような他者認識と自己認識抱き、それがいかに歴史的
に変容してきたのかを少しでも明らかにして行きたいと思う。スペインがモロッコをどのように
表象したのか、そしてモロッコがスペインをどのように表象したのか、それぞれの文化の「異文
化表象」の歴史的比較研究は、我われの二項対立的理解の克服に資するであろう。
　そのためにも、スペインとモロッコでそれぞれに抱かれている中世神話（トレードを中心とする「三
宗教の共存」、あるいは理想郷としての「アル・アンダルス」というもの）を解体しなければならない。まさに現
在の共生（スペイン語でいう「コンビベンシア」）のあり方は、歴史的神話の創造によってではなく、そ
の解体を通じて初めて可能になると思うからである。
　最後に、アル・アンダルスの意義を非常に重要視したスペインの歴史家＝文献学者アメリコ・
カストロの言葉を引用しておきたい。「理解し合い、そして互いに多くの間違いを許しあうために、
ポケットにピストルを忍ばせることなく対話するように努めるべきである。」
　国際シンポジウム「ジブラルタル海峡をはさむ他者認識―イベリアとマグレブの相克」が、
まさによき「対話」の場となれば幸いである。
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